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EU の強制労働製品の輸入販売禁止 
―規則の効果的な執行を確保するには―
違法・無報告・無規制漁業（IUU 漁業）に対する 

EU の IUU 漁業規則の成功から学ぶ

世界中の海で、強制労働（賃金のいわゆるピンハネや身分証明書の没収、債務奴隷、強制児童労働 1 など）が衝撃的なほ
ど広まっている。水産物需要が高まり、資源がますます乱獲されるなか、漁業収益の不平等が拡大し、違法・無報告・
無規制漁業（IUU 漁業）や関連する人権侵害に手を染める悪徳業者が野放しになっているのである。その結果、海洋生
態系が圧迫され、多くの魚種の個体群が崩壊するという悪循環が加速する。このことがまた、野生生物や海洋環境全体、
ひいてはそれらに依存するすべての人々に壊滅的な影響を与えることになる。

現行の EU の規則は、強制労働の被害者の保護や、強制労働に由来する製品の EU 市場への流入阻止といった役割を果た
していない。したがって、欧州委員会が強制労働由来製品の EU 市場への流入を防ぐための法整備を約束したことは、
大いに歓迎すべきことだ。私たちが「違法・無報告・無規制漁業を防止、抑止および廃絶するための欧州共同体システ
ムを確立する欧州連合理事会規則（EU の IUU 漁業規則）2」から得た教訓として、以下の場合に、問題ある製品の EU 市
場への流入禁止を目的とした制度が最も効果的に機能する。	
・欧州委員会が強力な調整役となっている場合	
・第三者との協力が制度の不可欠な要素になっている場合	
・EU 非加盟国の規制能力を評価し、制度の中に透明性が組み込まれている場合

本報告書は、EU の IUU 漁業規則の制定と施行から学んだことをもとに、強制労働由来の製品の禁止を可能にする EU の
新たな制度の設計について提言するものである。これらの提言は、EU が制定の準備を進めている「企業持続可能性デュー
ディリジェンス指令（CS3D）3」にも適用される必要がある。

© EJF
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https://ejfoundation.org/resources/downloads/Letter-to-Commissioner-Reynders-on-Sustainable-Corporate-Governance-EJF-Oceana_2022-02-01-151916_bcdg.pdf
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現状の課題

EU の水産物消費の状況からは、EU 全体にわたる持続可能なコーポレートガバナンスの枠組みを確立する差し迫った必
要性が示されている。そしてこの枠組みには、強制労働によって生産された水産物の EU 市場への流入を禁じることの
できる効果的な制度が組み込まれることが必要だ。

世界的に見て、EU は水産物を最も消費する地域の 1 つであり、EU 市民 1 人当たりの水産物の年間消費量は約 24kg だ。
そのうち約60%が輸入品である 4。たとえば、2019年の水産物輸入量は768万トンであった 5。IUU漁業に由来する製品
が EU 市場に流入しないよう、現状では EU の IUU 漁業規則が、過去 10 年間にわたり効果を発揮してきている 6。しかし
同規則は、水産物輸入における人権問題や労働者の虐待に対処できるように設計されたものではない。

EU の IUU 漁業規則の施行に関する、加盟各国による最新の報告書によると、EU が輸入した水産物のかなりの割合が、
よりリスクの高い国から来ている。たとえば、オランダに提出された輸入水産物の漁獲証明書 22,000 件の 9% 以上 7、ド
イツに提出された 41,000 件の漁獲証明書の 5% 以上が、2018 ～ 19 年に EU から「イエローカード 8」を発動された EU
非加盟国によって認証されたものだ 9。つまり、これらの輸入水産物は、IUU 漁業対策に取り組んでいないとして EU か
ら警告を受けている国からのものだということになる。また、カードを発動されていないものの一般的にリスクが高い
と認識されている国によって認証された水産物も、大量に EU に輸入されている。たとえば、2018 ～ 19 年にポルトガ
ルが受け取った 24,000 件の漁獲証明書の 11% 以上が中国によって認証されたものであり、ポーランドが受け取った漁
獲証明書の 4 分の 1 以上がロシアによって認証されたものであった 10。水産物輸入量が上位の EU 加盟国の当局が、EU
非加盟国に対して照会を求める件数が非常に少ないままであることから、こうした統計データは懸念を生んでいる 11。輸
入を認められなかった貨物の数 12 や港湾での船舶検査の実施件数 13 についても同様の懸念がある。

賃金のいわゆるピンハネ、過度の時間外労働、身体的暴力や言葉による虐待 14 など、漁船上での人権侵害を裏付ける記
録は多く存在している。さめ類や海棲哺乳類を意図的に狙うなどといった違法で破壊的な漁法の実施についても同様
だ 15。これらは、環境破壊と人権侵害の両方が IUU漁業と重複して発生している可能性を示す多くの事例のうちのごく一
部に過ぎないが、さらなる調査による裏付けも存在する 16。現在、欧州委員会が IUU 漁業との闘いに非協力的と評価する
国や、漁業における労働者虐待の発生を他の国・地域やステークホルダーによって記録されている国から、毎年数十億
ユーロ相当の水産物が EU に輸入されている（表 1）。

表 1　2020 年の EU の輸入水産物のうち、IUU 漁業や労働者虐待のリスクの高い国・地域からのもの 17

IUU 漁業対策に取り組んでいないとして現在、EU から警告（イエローカード）を受けている国・地域からの輸入水産物

エクアドル 134,000 トン（6.79 億ユーロ相当）

ベトナム 53,000 トン（3.58 億ユーロ相当）

ガーナ 3,000 トン（1,200 万ユーロ相当）

漁業における労働者虐待が記録されているが、現在、EUの警告カードを発動されていない国・地域からの輸入水産物 18

韓国 *19 20,000 トン（8,900 万ユーロ相当）

台湾 *20 900 トン（600 万ユーロ相当）

中国 21 320,000 トン（11 億ユーロ相当）

ロシア 22 151,000 トン（5.73 億ユーロ相当）

* 過去に EU の IUU 漁業規則によって警告カードを発動されたことがある国・地域。

http://www.iuuwatch.eu/map-of-eu-carding-decisions/
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現在見られるチャンス

EU の市場規模は巨大なうえ、水産物に限らず、リスクの高い貿易の流れとの関連性がある。したがって、強制労働によ
り生産された製品の域内市場への流入を禁止することができる制度を効果的に執行できるならば、それによって世界的
な変化を促せる絶好の立場に EU はある。このような変化は水産物だけでなく、あらゆる輸入品について起こすことがで
きる 23。

圧倒的な支持を得て採択された欧州議会の決議第 2022/2611 号は、複数の点に関する効果的な執行の必要性を認識し
ており、特に以下ができるような制度にすることを要求している。

■ステークホルダーからの情報に基づく調査

1.	 各国当局だけでなく、欧州委員会にも調査を開始する権限を与えること 24。
2.	 ステークホルダー、NGO、または被害者や関係者である労働者から提供された情報に基づき、公的機関が正式かつ

確実な告発手続きを通じて行動できるようにすること 25。
3.	 EU 非加盟国やステークホルダーと関わるための積極的な役割を EU 代表部に与えるなどの方法により、EU がパー

トナーと共同での行動や調査を通じて密接な協力ができるようにすること 26。

■ EU レベルでの調整と対話

4.	 加盟各国の税関を支援できる調整体制を EU レベルで創設すること 27。
5.	 特定の生産地、輸入事業者、地域、運搬船またはその船団からの、強制労働に由来する製品を禁止できるようにす

ること 28。
6.	 その一方で、EU 非加盟国と対話し、技術支援、能力構築や意識改革を図ることにも重点を置くこと 29。

■透明性

7.	 開始されたすべての手続きの透明性を調整体制のもとで確保すること 30。
8.	 制裁対象となった事業者、地域、製品の公開リストを作成し、これを管理更新していくこと 31。

強制労働に由来する製品を禁止する制度の効果的な執行を確実にするため、欧州議会の決議が示した上記の各点につい
て、さらに踏み込んだ改善が可能である。これは、具体的には EU の IUU 漁業規則の実施から得た教訓を活用すること
で可能になる。

提言 1

欧州委員会がステークホルダーからの情報に基づいて調査を迅速に開始
できるようにする

環境破壊と人権侵害について、草の根組織や市民社会が欧州委員会に直接通報できるようにすることは極めて重要であ
る。現在の CS3D の草案では、これらのステークホルダーは、各国の監督官庁を通じてしか通報できない 32。グローバル
なサプライチェーンが複数地点からEU市場にアクセスすることの多い状況では、特に言えることだが、ステークホルダー
が加盟国の当局を通じてしか通報ができないのは不十分である。1 つまたは複数の加盟国に関連するコンプライアンス
違反の相当な懸念がある場合に、ステークホルダーが欧州委員会に直接通報できる必要がある（米国ではこれが可能 33）。
ただし、ステークホルダーが欧州委員会や各国当局に通報するプロセスが、欧州議会の求めているように、確実 34 かつ迅
速に実行されるものであることも、同様に重要である。

EU の IUU 漁業規則のもとでは、コンプライアンス違反の可能性がある場合、ステークホルダーは欧州委員会に直接通報、
情報を分析したうえで、加盟国による迅速な行動を求めて提言できる 35。NGO、市民、EU非加盟国のいずれによる通報であっ
ても、欧州委員会海事・漁業総局（DG MARE）は提供された情報を受け取って分析し、体系的な内部手続き（次ページ 
＜補足情報＞参照）に基づいてその信頼度を確認することができる。情報が十分に信頼できるとみなされると、DG MARE

https://agenceurope.eu/en/bulletin/article/12968/23
https://www.europarl.europa.eu/meetdocs/2014_2019/plmrep/COMMITTEES/INTA/DV/2022/05-16/1253579EN.pdf
https://www.eureporter.co/politics/european-commission/2022/02/24/eus-due-diligence-law-needs-future-proofing-to-safeguard-environmental-justice/
https://www.eureporter.co/politics/european-commission/2022/02/24/eus-due-diligence-law-needs-future-proofing-to-safeguard-environmental-justice/
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は関連する欧州委員会の他の部局や EU 代表部、公的情報源、国際機関に問い合わせるなどして、その検証を行う 36。ただし、
このプロセスは確実性を重視してはいるが素早い行動を妨げるものではない 37。

したがって、次のことを提言する。

①	 コンプライアンス違反の相当な懸念がある場合、特にそれが複数の加盟国に関連する場合、ステークホル
ダーが欧州委員会に直接通報できるようにすること。

②	 欧州委員会（および各国当局）にコンプライアンス違反の疑いを通報するプロセスが、迅速さを保ちつつ
確実性の高いものであるようにすること。

 
＜補足情報＞　EU の IUU 漁業規則のもとでの情報交換と相互支援 38

EU の IUU 漁業規則の警告カード制度のもと、欧州委員会は、EU 非加盟国のリスク分析を行い、コンプライア
ンス違反の状態に関する意思決定をする責任を負っている。相互支援制度のもと、欧州委員会は漁獲証明書制
度をはじめとした IUU 漁業に関する規則の違反の可能性に関する情報を照合している 39。相互支援制度を通じ
て集められた情報は、EU 非加盟国のリスク評価の一環である評価ミッションにおいて、また、警告カード制
度に基づく意思決定のために利用することができる。この制度の最も革新的な点の 1 つは、加盟国の当局だけ
でなく、NGO や市民、EU 非加盟国から提供される情報も受け入れていることである。つまり、IUU 漁業の現
場で得られた証拠を、欧州委員会に直接伝えることができるということである。そして DG MARE は、関心の
あるステークホルダーから寄せられた情報を分析し、裏付けるための体系的な内部手続きを定めている。した
がって、草の根レベルで活動しているステークホルダーや市民社会から得られた情報は、検証されたうえで
EU の IUU 漁業規則を執行するためのメカニズムに反映される。さらには、企業が水産物サプライチェーンに
おいて十分な情報に基づいた意思決定を行うための一助にもなっている。

提言 2

EU レベルの調整枠組み、相互支援、また、非協力的な EU 非加盟国や
事業者などへの警告において、欧州委員会が大きな役割を果たせるように
する

欧州議会が、加盟国の税関を支援できる EU レベルでの調整枠組み 40 の創設を要請したことは歓迎すべきことである 41。	
しかし、この枠組みは、CS3D の草案にある「欧州の監督官庁間ネットワーク」よりも発展したものにする必要がある。
この案では、コンプライアンス違反があった場合に、どのようなシステムで加盟国に情報を伝え、加盟国間の相互支援
を求めるのかが明確に規定されていない 42。さらに、欧州委員会は EU 非加盟国におけるデューディリジェンスの実施を
奨励することに前向きではあるものの、サプライチェーンの上流で活動する事業者がもたらしている人権や環境への悪
影響に取り組む EU 非加盟国政府を、EU としてどのような協力制度によって支援するかについては、曖昧なままであ
る 43。

EU の IUU 漁業規則の相互支援制度のもとでは、欧州委員会はコンプライアンス違反が疑われる事例の情報を加盟国間で
共有することができる（＜補足情報＞参照）。これにより加盟国は、進行中の調査に関する情報について回答を要求され
ることにもなる 44。欧州委員会は、コンプライアンス違反の可能性（EU 非加盟国の事案も含む）を認識した場合に、EU
全体を対象とする調査を調整のうえ開始することができ、関連する加盟国はこれに協力することが義務付けられてい
る 45。相互支援によって交換された情報は、警告カード制度のプロセスに反映させることができる。

欧州委員会は、IUU 漁業との闘いにおいて「非協力的な国」と認定されるリスクを EU 非加盟国に通告する権限を有して
いる。そして通告相手国と正式に対話し、行動計画を定め、これに基づいて特定されたコンプライアンス違反を解決す
るための協力を開始することができる。このように EU 非加盟国と協力することで、国際的義務の遵守と執行が明らかに
改善され、天然資源のガバナンスを強化するための政策の策定と施行に長期的な効果を生む変化がもたらされた 46。強制
労働に関しても同じようなアプローチをとるべきである。それが、強制労働を根絶し、問題の根本的解決に取り組むた
めには、EU が EU 非加盟国と対話し、技術支援、能力開発や意識改革を図ることにも重点を置くべきである 47 とする欧
州議会の見解や、EU の水産業界をはじめとするステークホルダーによる以前からの提言にも沿うことであろう 48。

https://ejfoundation.org/resources/downloads/EU-SCG-Policy-Brief-2021.pdf
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ここで、運搬船やその船団 49 など、特定の対象から強制労働に由来する製品の輸入を禁止できるようにするという欧州
議会の提案について考えたい。EUの IUU漁業規則の場合、欧州委員会が IUU漁業に従事する船舶を特定し、いわゆる「EU
の IUU 漁船リスト」として公表できるようにしている点が注目に値する 50。このリストは、欧州委員会の施行規則によっ
て修正することができる 51, 52。EU の IUU 漁業規則のもとで加盟国当局は、自国に輸入されようとしている水産物が EU
の IUU 漁船リストに掲載されている船舶に由来すると認識した場合、輸入を拒否しなければならず、その際、追加の証
拠を求める必要はない 53, 54。

EU の IUU 漁業規則のこの点に関して、EU の強制労働関連の新制度の中に EU レベルの調整体制またはネットワークを
作るという提案と、その上位にある CS3D の枠組みを強化するうえで、学び、採り入れられる点は以下のとおりである。

①	 特に EU 全体にかかわる事例において、コンプライアンス違反の可能性があるという情報を容易に EU 全体
で共有できるように、欧州委員会が加盟国間の支援ハブとして機能できるようにする。

②	 要請があった場合、調査の際に加盟国間の相互支援、また、加盟国による欧州委員会に対するサポートを実
施することを加盟国に義務付ける。

③	 本報告書で述べている問題点に対処していない EU 非加盟諸国からの輸入に関して公式な警告を発し、必要
があれば輸入を禁止する権限を欧州委員会に与えるとともに、通告や制裁を受けた国・地域との二者間対話
を行う権限も付与する。

④	 強制労働に関与する事業者などのリストに、事業者（特定の船舶や船団を含む）を追加する権限を欧州委員
会に付与する 55。

提言 3 

執行に関する透明性を確保する
欧州議会は、調整体制のもとで開始されたすべての手続の透明性を確保することと 56、制裁を受けた事業者、地域および
製品の公開リストを作成し管理更新していくこと 57 を要求している。これらの要求は重要であるが、さらに具体化する必
要がある。

第一に、調整体制のもとで開始される手続きについて、十分な透明性を確保することが重要である。EU の IUU 漁業規
則では、加盟国は 2 年ごとに実施報告書を作成し提出することが義務付けられているが、これらの報告書は公開されて
いない。しかし、EU 法の他の分野では、このような報告書を公表することが慣行となっており、EU の水産業界や他の
ステークホルダーもこれを支持している 58。EU加盟国間の共通規則の実施について透明性が欠如している場合、不信（事
業者間を含む）の文化を生み出し、誤報や誤った運用を助長し、最終的に EU 全体で共通の法整備をしていることの目
的を危うくしかねない。このような事態を避けるためには、年次報告書の提出を義務付け、適切な法施行をしない加盟
国には責任を負わせることが重要である。強制労働関連の法制度の施行および執行、また、CS3D を反映して各国内で
導入された規則について、集約された最新情報にアクセスできることは、意思決定者をはじめとする重要なステークホ
ルダーが既存の課題を特定し、効果的な解決策を提案するのに役立つ。これは、調整体制や European Network of 
Supervisory Authorities（EU 加盟国の監督機関のネットワーク）内部の課題についても該当する。さらに、ツールの使
い方が理解でき、使った際に得られる結果が投資に関する意思決定のための情報として活用できれば、民間企業も信頼
するだろう。

第二に、制裁を受けた事業者、地域、製品の公開リストを作成することが欠かせない。地域や国に関して言えば、EU
の IUU 漁業規則の警告カード制度のもとで発動された警告や決定は、市場関係者にリスクを知らせる重要なサインとし
ても機能している 59。警告や決定を受け、市場関係者は、イエローカードを発動された国々からの輸入をやめる、あるい
は「責任ある撤退」に関するガイドラインに従って、これらの国々の規制当局による管理の状況を改善することに投資
するという方法で支援する、という選択ができる 60。したがって、国や地域への制裁と、高リスク国に対する警告の公表
に加え、貿易制裁を適用する前、中、後に変化をもたらすための二者間対話がセットになっていることも同じくらい重
要である 61。ある国への制裁、また、その国が違反地域リストから削除されるために求められる行動の概要は、いずれも
透明性が確保されなければならない 62。

http://www.transparentfisheries.org/our-work/transparency/
http://www.transparentfisheries.org/our-work/transparency/
https://ejfoundation.org/news-media/european-parliament-moves-to-end-forced-labour-with-updated-resolution-2
https://ejfoundation.org/news-media/european-parliament-moves-to-end-forced-labour-with-updated-resolution-2
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強制労働による虐待を理由に制裁を受けた民間事業者のリストを作ることは、市場関係者のデューディリジェンス実施
体制に情報を提供するため、上記と同じように重要である。さらに、人権に関連する逮捕や起訴に関する公開情報は抑
止力としても機能できる。正当な方法でビジネスをしている企業のうち、強制労働を使用する競合他社との不公正な競
争に直面しているもの、あるいは市民が、より積極的に違法事例を通報するかもしれない 63。少なくとも、リストを政府
のウェブサイト上で公開しアクセス可能にするべきであり、EU の IUU 漁船リスト 64 と同様に、特定の運搬船やその船団
をはじめとする事業者に関する情報（船名、企業名、船籍など）と、違反内容および罰金額、また、誰が支払ったかを
含めるべきである。

したがって、以下のことを提言する。

①	 強制労働関連の新制度と CS3D の施行および執行に関して、集約された最新情報を毎年提供することを加盟
各国に義務付けること。

②	 国や地域に制裁を科した理由、あるいは制裁を解除した理由（リストからの削除理由）について、少なくと
も要約情報を公表すること。

③	 EU レベルを含め、強制労働や関連犯罪により逮捕や制裁の対象となった特定の船舶や船団、企業に関する
情報（実質的支配者に関するものを含む）を公表すること。

次のステップ
強制労働のリスクが明らかな国からの輸入に EU が大きく依存しているという認識を踏まえると、強制労働に関連する
製品を禁止できる法制度を迅速に制定することが重要である。

欧州議会は、これを実現するうえで鍵となる方法をいくつか特定したが、違法な水産物輸入と闘う EU の先駆的な取り組
みのおかげで、その他にもたくさんの実証済みの方法がある。EU の意思決定者は、EU の IUU 漁業規則の執行から学ん
だ教訓をもとに、強制労働に由来する製品の禁止と CS3D に関する提案を強化し、非倫理的な製品や不公正な競争への
扉を閉ざし、海洋を含む地球環境を保護することができる。

	

したがって、Anti-Slavery International、Environmental Justice Foundation（EJF）、Oceana、The Nature Conservancy
（TNC）および WWF（世界自然保護基金）は、以下の点を提言したい。

1. 欧州委員会がステークホルダーからの情報をもとに調査を迅速に開始できる権限を与えること。	

●	ステークホルダーが欧州委員会に直接、確実かつ迅速に通報できるようにする。

2. �EU レベルの調整、相互支援、また、非協力的な EU 非加盟国への警告において、欧州委員会が強力な役割を果
たせるようにすること。 

●	特に EU 全体に関連する事案の場合、コンプライアンス違反の可能性があるという情報を欧州委員会が容易
に加盟各国に共有できるようにする。

●	調査の際に、加盟各国間の相互支援、また、加盟国による欧州委員会に対するサポートを義務付ける。
●	 EU 非加盟国からの輸入品に対する公式な警告を行い、必要があれば禁輸措置をとったうえで、通告または制

裁を受けた国や地域と二者間対話を行う権限を、欧州委員会に与える。
●	強制労働事業者リスト（特定の船舶を含む）に事業者を追加する権限を欧州委員会に与える。

3. 執行に関する透明性を高めること。

●	執行状況についての集約された最新情報を毎年提供することを加盟国に義務付ける。
●	国や地域に制裁を科した理由、あるいは制裁を解除した理由（リストからの削除理由）を公表する。
●	 EU レベルを含め、強制労働や関連犯罪により逮捕や制裁の対象となった特定の船舶や船団、企業に関する情

報を公表する。
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